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障がい福祉サービス等報酬改定に伴う

支給決定の変更について

2024/3/21
福山市障がい福祉課
サービス給付担当

1※今後の国の検討状況により、内容変更の可能性があります。



重度障害者支援加算について（生活介護・施設入所・短期入所・共同生活援助）

2

＜福山市障がい福祉課＞
生活介護・施設入所利用者で区分6かつ行動援護スコア１０点以上の人、短期入所利用者で区分４以上かつ行動援護スコア１０点以上の人、
生活介護・施設入所・短期入所・共同生活援助利用者で行動援護スコア１８点以上の人、には４月中に追加表記した受給者証を送付します。
なお、それ以外の人については、従前の生活介護の重度障害者支援加算は「加算Ⅲ」に、施設入所の重度障害者支援加算Ⅱは「加算Ⅲ」に、
短期入所の重度障害者支援加算は「加算Ⅰ」に読み替えてください。

令和６年２月６日 令和６年度障害福祉サービス等報酬改定における主な改定内容について P10より



補足給付の基準費用額の見直しについて（施設入所）
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＜福山市障がい福祉課＞
施設入所支援の補足給付対象者については、４月中に新しい基準費用額で計算しなおした受給者証を送付するとともに、入所している施設に
補足給付額の変更について情報提供します。

令和６年２月６日 令和６年度障害福祉サービス等報酬改定における主な改定内容について P18より



強度行動障害児支援加算の見直し等
放課後等デイサービスについて、「加算Ⅰ」と「加算Ⅱ」の区分になります。
また、居宅訪問型児童発達支援と保育所等訪問については、加算が新設されます。（基準は児童発
達支援と同様、従来からの２０点以上のみ）
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＜福山市障がい福祉課＞
基準２０点以上が従来の加算対象でしたが、放課後等デイサービスについては３０点以上の児について新たに「加算Ⅱ」となるので、対象児
には４月中に表記変更した受給者証を送付します。従来の放課後等デイサービスの強度行動障害児支援加算決定者で、表記変更した受給者証
が送付されない人は「加算Ⅰ」に読み替えてください。

• 強度行動障害児支援加算【見直し】〔放課後等デイサービス〕

強度行動障害を有する児への支援を充実させる観点から、強度行動障害児支援加算について、支援スキルのある
職員の配置や支援計画の策定等を求めた上で、評価を充実するとともに、専門人材の支援の下、行動障害の状態
がより強い児に対して支援を行った場合の評価の見直しを行う。

【改定後】

強度行動障害児支援加算（Ⅰ）（児基準２０点以上） ２００単位／日

強度行動障害児支援加算（Ⅱ）（児基準３０点以上） ２５０単位／日



個別サポート加算（Ⅰ）について（児童発達支援）
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＜福山市障がい福祉課＞
従来の児童発達支援の個別サポート加算Ⅰは、基本報酬で包括評価されます。新たな児童発達支援の個別サポート加算Ⅰは重症心身障害児等を対象と
し、対象児には３月末更新時に加算が表記された受給者証を送付します。（一部児童については、４月中に追記したものを再送します。）

• 児童発達支援の個別サポート加算（Ⅰ）【見直し】〔児童発達支援〕

個別サポート加算（Ⅰ）について、保護者の負担軽減・事務の効率化の観点から、基本報酬に包括化して評価す
ることとした上で、重度障害児への支援を充実させる観点から、著しく重度の障害児が利用した場合に評価を行
う。

【改定後】

個別サポート加算（Ⅰ） １２０単位／日

※重症心身障害児等、著しく重度の障害児に対して支援を行った場合

（主として重症心身障害児が利用する事業所の基本報酬を算定している場合を除く）

【対象となる児】

①重症心身障害児

②身体に重度の障害がある児童（１級・２級の身体障害者手帳の交付を受けている障害児）

③重度の知的障害がある児童（療育手帳を交付されており、最重度又は重度であると判定をされている障害児）

④精神に重度の障害がある児童（１級の精神障害者保健福祉手帳を交付されている障害児）



個別サポート加算（Ⅰ）について（放課後等デイサービス）
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＜福山市障がい福祉課＞
放課後等デイサービスの個別サポート加算Ⅰは、就学児サポート調査表の聞き取りにより、加算対象かどうかを判定していますが、食事・排せつ・入
浴・移動のうち３以上が全介助の児は、個別サポート加算Ⅰ（重度）として決定します。「加算Ⅰ（重度）」対象児には４月中に表記変更した受給
者証を送付します。

• 放課後等デイサービスの個別サポート加算（Ⅰ）【見直し】〔放課後等デイサービス〕

個別サポート加算（Ⅰ）について、行動障害の予防的支援を充実させる観点から、強度行動障害の知識のある職員による支援を行った場合
の評価を充実するとともに、重度障害児への支援を充実させる観点から、著しく重度の障害児が利用した場合の評価の見直しを行う。

【改定後】

個別サポート加算（Ⅰ） ９０単位／日・・・①

１２０単位／日・・・②

【対象となる児】

ア、ケアニーズの高い障害児

就学児サポート調査表【厚生労働大臣の定める基準（平２４年厚労告２７０・第８号の４）】の各項目において算出した合計が１３点以
上の障害児

イ、著しく重度の障害児

就学児サポート調査表において、食事、排せつ、入浴及び移動のうち３以上の日常生活動作について全介助を必要とするとされた障害児

・主として重症心身障害児を通わせる指定放課後等デイサービス事業所において重症心身障害児に対し指定放課後等デイサービスを行う場
合の基本報酬を算定している場合については、本加算を算定しない。

※①ケアニーズの高い障害児に対して支援を行った場合
②ケアニーズの高い障害児に対して強度行動障害者養成
研修（基礎研修）修了者を配置し支援を行った場合、
又は著しく重度の障害児に対して支援を行った場合
（いずれも主として重症心身障害児が利用する事業所
の基本報酬を算定している場合を除く。）



２ 地域生活支援事業の単価改正について

サービス名 単価改正

移動支援 あり（増額） ※次頁参照

日中一時支援 なし

１ 認定調査委託料の単価改正について

区 分
単 価

～2024.3.31 2024.4.1～

在宅者 ４，５８３ 円 ６，８００円

施設入所者 ２，８５１ 円 ４，２００円



移動支援の単価改正 2024年（令和6年）4月～

サービス種類 サービス類型
支給基準額（単価）

利用区分
～2024.3.31 2024.4.1～

移動支援

個別支援

身体介護無 ７８０ 円 １，０５０円

０．５ 時間

身体介護有 １，０５０ 円 １，９００円

行動援護 １，４７０ 円 １，９００円

グループ支援

２分の１以上 ４７０ 円 ６３０円

３分の１以上
２分の１未満

３８０ 円 ５００円

４分の１以上
３分の１未満

３１０ 円 ４００円

４分の１未満 ２３０ 円 ３００円



ご清聴ありがとうございました。

障がい福祉課
サービス給付担当
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